
病気をコントロールしながらそれぞれの人生を歩み続けられるように伴走する、それが医師の仕事です。
昨今は医療が進歩し、治療の選択肢が増えました。患者さん・家族、医療チームで相談し、選んだ道が
正解だと信じて走るしかありません。伴走者としての責任と恐れ、患者の持つ力への感動、医療が何を
目指すべきかの概念が世界的に変わりつつあることへの興奮。当日は、医師としてふだん考えているこ
とをお伝えしたうえで、みなさんと一緒に、これからの医療とウェルビーイングについて考えてみたい
と思います。

ゲスト 北村 温美 Harumi Kitamura

テーマ

（2025年）9月28日（日）14:00～16:00日 時

主催:大阪大学２１世紀懐徳堂、大阪大学共創機構
共催:豊中市 市民協働部 地域連携課、大阪大学大学院人文学研究科

定 員 30名（無料）
※空席がある場合には、
当日参加も可能です。

大阪大学発!
市民と研究者・専門家による対話イベント

会 場

こちらのQRコードを読み込んで
Peatixからお申し込みください。申 込

千里文化センター「コラボ」
※会場までのアクセス:裏面をご覧ください。

「阪大病院の医師と考える
これからの医療とウェルビーイング」
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